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■腎臓移植外科■
　 当科腎臓移植外科 は一階外来棟、泌尿器科の隣 に位置 します。1984年に全国10番目の地方 腎移植セ ン
ター に認定 され、それ に引き続 き、"腎 移植科"を 名乗 り診療 を行 って きま した。全国の腎移植施設 の
中で は比較的歴 史の古 い科です。1985年2月に第1例 目の腎移植 を行い、2012年7月現在535件の腎移
植 を行ってきま した。 腎移植件数 は徐々 に増加 し、最近 は年 間40件以上 の腎移植 を行い(Fig.1)、全 国
で も6-7位 にランク され(Fig.2)、通算で も500例を越 えている全国有数の移植施設 とな ってお りま
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す。開設 した平野哲夫元理事が、2009年3月に当院を退職 し、2009年4月からは原田　浩が責任 を任
され、名称も新たに腎臓移植外科 と変更 しました。2012年4月からは福澤信之副医長を北大より迎え、
新体制で望んでお ります。 目標 としては、年間50件以上の腎移植の施行。移植腎生着率、患者生着率の
向上をあげています。 このために、術前の提供予定者、移植予定者の徹底した健康状態のチェックを厳
格に行 うこと、手術技術の向上、適正な免疫抑制剤管理、拒絶反応を早期に診断する厳重な臨床データ
解析、さらに定期腎生検による早期拒絶反応や、潜在性腎病変の検索を積極的に行ってお ります。さら
に、おろそかになりがちな献腎登録者の心血管病を中心 としたスクリーニングにも取 り組む予定でお り
ます。
　腎移植はチーム医療です。 これまでは非常勤医師を含む医師3人 、看護師1人 の外来体勢でしたが、
2009年4月からは新たに佐藤真澄腎移植コーデ ィネーターが配属され、腎移植を希望する方、腎移植
を受けられた方の総合的なサポー ト(医学的、精神面、社会面)を 担当し、より密度の濃い外来の対応
が可能とな りました。また、平野元理事 とともに当科の歴史を刻んでいただいた、鳥潟看護師が2011年
3月に退職し、同4月 から滝澤看護師が当科初の常勤看護師とし勤務してお ります(Fig.3)。
　学術活動 も積極的に行い、毎年米国移植会議での複数演題の発表、あるいは欧州移植学会、国際移植
学会、アジア移植学会での発表を行い、国内でも研究会を含み年間20演題を越える発表を行ってきま
した。論文執筆にも積極的で、当科の成績、新たな取 り組みを今後も発信 して参 ります。
　当科ではほぼ全ての腎移植が可能ですが、全国的にも透析を経ない"医先行的腎移植"の 比率の高さ
は群を抜 くものがあります(全 国平均15%に対し当科では30%に迫 ります)。患者生存率、移植腎生着
が透析を経た群 よりも良いのみならず、透析の準備のための無駄なアクセス手術が不要、透析による生
活の質の低下が避けられるため理想の腎代替療法です。是非慢性腎臓病担当医の方は、腎代替療法のオ
プション提示の際には腎移植も透析(血 液 ・腹膜)と 並び(と い うより凌ぐ)治療であることを是非患
者さんに情報提供 してあげていただきたいと思います。是非当科医師、コーディネーター、看護師に積
極的に声をおかけ下 さい。また、最後にな りましたが当科では腎移植の実際のみならず、腎不全、血液
浄化、感染症、心血管病、代謝病、薬物動態を学ぶことができます。研修医の皆 さんの当科での研修 を
お待ちしております。
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